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例日
1 本書は千石町四丁目地内宅地造成に伴う千石町遺跡の発掘調査報告書である。

2 本調査はパナホーム株式会社北陸支社（支社長 渡違憲彦）の発注を受け、富山市教育委員会埋蔵文化

財センターの監理のもと、株式会社エイ・テックが実施した。

3 調査の概要は以下の通りである。

－遺跡所在地千石町四丁目地内

・調査面積 281.7m' 

－現地発掘調査平成27年3月4日～同年4月3日

・整理調査平成27年3月4日～同年9月30日

監理担当者近藤顕子（富山市教育委員会埋蔵文化財センター専門学芸員）

現地調査担当者 岡田一広、桶谷潤（株式会社エイ ・テ ック）

整理作業担当者 岡田一広（株式会社エイ・テック）

4 発掘調査及び整理調査において、次の各氏より御指導・御協力を賜った。記して謝意を表します（）｜｜買不

同・敬称略） 。

j甫畑奈津子、下漬貴子、高橋浩二、藤田富士夫、宮田 明、富山市郷土博物館、富山市立図書館

5 本書の執筆は第 I・ II章を近藤、それ以外を岡田が行った。各々の文責は文末に記した。全体の編集は

近藤・岡田が担当した。

6 古地図の掲載については富山県立図書館の承認を得た。

7 出土遺物・原図・写真類は富山市教育委員会が保管している。

凡 例
1 本書で用いた座標は世界測地系第四系である。挿図の方位は座標北、水平基準は海抜高で、ある。

2 遺構表記は以下の記号を用いた。

s K ；土坑、 SD ；溝、 sp；ピット、 SZ；方形周溝墓

3 土壌名は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所色票監修

『新版標準土色帖』 (2003年版）に準拠している。

4 遺構実測図中の塗り表現は以下の通りである。

「ゴ地山

5 遺物実測図中の塗り表現は以下の通りである。

〔土器類〕 Eヨ焦げ目・ 油煙 仁コ赤彩
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第 I章調査の経過

第 1節調査に至る経過

千石町遺跡（市No.2010444）は、平成5年3月富山市教育委員会（以下市教委）発行『富山市遺跡地

図Jに「中世富山城推定地」 （市No.201398）として搭載され、周知の埋蔵文化財包蔵地となった。中

世富山城の築城年代は天文12(1543）年頃とされ、その位置については『富山之記』 〔山田孝雄本〕

により星井町以西に所在したとする説と現在の富山城の位置とする 2説があったため、千石町と星井

町一帯を 「中世富山城推定地」としていた。

近年の調査で、城祉公園内の富山城跡、の本丸付近から16世紀前半の堀などの戦国期の遺構や中世期

の遺物が見つかり、近世富山城の下層に中世富山城が所在することがほぼ確定された〔富山市教委

2004〕。一方、千石町地内では、平成23年に千石町4丁目で実施した試掘調査により、近世期の城下

町遺構の下層から室町時代の集落跡を確認したが城館遺構の所在は認められず、近年複数実施した試

掘調査成果を反映し、名称を平成25年3月に「中世富山城推定地」から「千石町遺跡」と変更した。

平成25年8月に大仁酒造株）破産管財人より、 「酒のだいじん」跡地である富山市千石町4丁目3-7

外について、市教委に埋蔵文化財の所在確認依頼が提出された。将来において宅地造成を予定してい

るため、破産管財人と 2者で、協議を行った。その結果、まず駐車場部分の試掘調査を先行して実施し、

店舗建物が残っていたため、解体後建物部分の試掘を行うこととした。協議を受けて8月7日付けで

文化財保護法93条第 l項に基づく埋蔵文化財発掘の届出が市教委に提出された。

試掘調査は平成25年9月6日に駐車場部分、平成26年10月21・23日に店舗部分の合計2119.95ぱ対

象に実施し、 860ぱに遺跡の所在を確認した。

平成26年12月に工事主体者がパナホーム附北陸支社となることが決定したため、パナホーム（槻北陸

支社及び設計者の（有）アーバンプランニングと協議を行い、宅地造成予定地のうち、宅地部分はSOcm以

上の盛土で遺跡を保存し、道路部分は記録保存のための発掘調査を行うこととした。発掘調査は工事

主体者が民開発掘調査会社へ委託し、工事主体者からの依頼を受けた埋蔵文化財センターの監理のも

と、平成27年2月から実施することとした。

文化財保護法99条第 1項に基づく埋議文化財発掘

調査の報告は、同3月4日付けで市教委から富山県

教育委員会へ提出した。

第2節発掘調査と整理作業の経過

発掘調査はパナホーム附北陸支社から発注され、

整理調査期間も含め同年2月20日から 9月31日を業

務期間として附エイ・テックが受託した。 2月20日

に市教委、パナホーム附北陸支社、附エイ・テック

の三者で協定を結び、調査に着手した。

発掘調査は平成27年3月4日から同年4月1日ま

で、行った。表土排土はバックホウを用いて3月4日

から 6日まで、行った。排士は調査区外の敷地内に横第1図 調査区位置図 （s = 1 /2,000) 



置きした。表土排土完了後、引き続き人力による包含層掘削・遺構検出作業を27日まで実施した。

試掘調査では江戸時代の遺構面、弥生時代の遺物包含層・遺構面がほぼ同ーの深さに所在すること

が確認されており、調査区全体から当該期の遺構が確認され、遺物が出土した。包含層の遺物はグリ

ッドを設定してグリッド毎に取り上げた。遺構検出後、遺構掘削作業を行い、掘削と並行して随時写

真撮影・測量 ・図面作成作業を行った。4月1日に現地調査を終了し、同月 6日付けで現地を引渡し

た。 （近藤）

第E章遺跡の位置と環境

第 1節地理的環境

千石町遺跡は、 富山市域市街地の千石町から星井町にまたがる埋蔵文化財包蔵地である。富山湾か

ら8km内陸に入った神通川右岸の富山市中心部に位置する。神通川の堆積によって形成された緩扇状

地の氾濫平野上に立地し、現在は平坦地であるが、神通川と支流の旧河道による窪地が確認されてい

る。

旧神通川本流は、江戸時代以前には現在の富山城跡北側を流れる松川や呉羽丘陵東麓を流れる井田

川であったと考えられ、富山城西側から北側へ蛇行し東方向へ流れていた。明治34～36年に河川の流

れを直線的に変える馳越工事が行われ、旧河道は規模を縮小して現在の松川となった。

一方、富山城下町の南に所在する四ッ谷川は富山市太郎丸付近でいたち川本流から分岐し、富山市

星井町付近で西に折れ松川に合流する。四ッ

谷JIIは『万治年間富山旧市街図Jには惣構と

して土塁とともに描かれ、城下町の南の防御

線であったが、江戸時代前期以前は星井町付

近から西に折れず、北方向へ流れていたこと

が推測されていた〔園香1995〕。平成18年度

及び平成20～21年度の市内電車環状化に伴う

調査により、 一番町交差点の東側で南北方向

の幅20rnの河川跡が埋められた遺構が確認さ

れ、これを裏付けた。現在の国道41号線の東

側に沿うように川筋があったと考えられる。

今回の調査地は遺跡の西中部、千石町4丁

目に位置し、現状は宅地である。標高は11.2

mでほぼ平坦である。 第2図 埋没樹木の出土地と旧地形復元

(S=l/2,500) 

第2節歴史的環境

富山市中心部は市街地化により、江戸時代以前の様相は近年まではっきりとしていなかった。近年

の中心市街地再開発事業等や宅地開発による試掘調査成果により、江戸時代以前の様相が明らかにな

りつつある。

縄文時代 平成23年の調査では富山城外堀肩部の検出面から立ち木株を確認した。樹種はハンノキ

2 



属で放射性炭素年代測定年代は約4,800年前の縄文中期であった。同時点で実施した自然科学分析結

果から富山城の地盤は縄文中期以前から河川氾濫による自然堆積が繰り返された湿地帯であることが

分かった〔富山市教委2012〕。 また、 富山城西ノ丸で縄文晩期の縄文土器が表採されている〔林寺

1992〕。

弥生～古墳時代 千石町遺跡では、平成26年5月、 今回の調査区から南西へlOOmの位置の干石町

4丁目の老人福祉施設建築工事に先立つ地質調査で、地下約 6mから埋没樹木6本が発見された。樹

木はコナラ属2本・クリ 4本の自然木で、コナラ属の放射性炭素年代測定年代は約2,300年前の弥生

中期であった。これらの樹木には砂や礁が付着しており、洪水で流されてきた倒木と考えられ、根が

比較的良好に残ることから、それほど離れていない位置に生育していたと推定された。 周辺におけ

る試掘調査の結果を合わせ、当該地は、 2,300年前の河川洪水で、深い窪地となった流路跡であり 、流

路は南西から北東方向であることから、神通川からの水流と推定される。周辺の試掘調査結果から、

この地点の北側から今回の調査地にかけては、比較的安定した高台となっていることが分かつた〔富

山市教委2015〕。

古代 富山城・城下町の下層の総曲輪遺跡では、 平成22年富山城西ノ丸で、 「宅持」と墨書された

奈良時代後期の須恵器が出土した〔鹿島2011〕。平成25年西町南地区市街地再開発事業地内でも9世

紀後半の土師器 ・須恵器が出土し〔富山市教委2014〕、古代の集落や官街関連遺跡の所在が推定され

る。

中世～近世 千石町遺跡では、今回の調査区及び周辺の試掘調査で、鎌倉～室町時代の遺構・遺物

が確認された。近世に入ると、洪水堆積層の上に城下町が作られた。今回の調査区は富山城下町の南

端にあたり、試掘調査で、は江戸期の水田耕作層が確認されることから一部は水田として利用されたと

考えられる。 （近藤）
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第皿章調査の概要

第 1節発掘調査の方法

グリッド杭は世界測地系（2011）を元に設定し、座標系は世界測地系で平面直角座標系第四系（原

点は北緯36°00' 00" 東経137°10' 00" ）に合わせた。グリッドは 5m間隔で、南西側を基準とし、

南北軸をアルフ ァベット、東西軸を数字で表し、その交点で表記した。 Alの座標はx=76,005、Y

=3, 770である。方位は座標北、水平水準は東京湾平均海面の海抜高で、ある。

遺構検出は現代の造成により複雑化しており手間取った。遺構検出終了後遺構掘削を順次実施した。

撮影足場による撮影を 3月31日に実施し、その後ラジコンヘリコプターによる空撮を実施した。

写真撮影は現地調査ではブローニー判（カラー リバーサルフィルム・白黒フィルム）、 35mm判フ ィ

ルムカメラ（白黒フィルム）、デジタルカメラは35mmフルサイズ（有効画素数3,630万画素）および

APS-Cサイズ（有効画素数1,800万画素）の一眼レフデジタルカメラを使用した。遺物写真はデジタ

ルパック式一眼レフカメラ（有効画素数2,130万画素）で撮影を実施した。

整理調査は現地発掘調査と同時に遺物洗浄、注記

当調査区は、標高約ll.2mの沖積平野上に立地する。周辺微地形からは、標高10.0mの境が調査区

南側のあざみ通り 一西側のすずかけ通り一北側の花水木通りとコの字状に廻り、 当調査区がやや高く

なる。西側は神通川の氾濫原で、 当調査区南北にある東西方向は窪地は河道と推測できることが、試

掘調査の結果からも裏付けできた〔第E章参照〕 。

基本層序は以下の通りである。

第 I層 ，近現代造成層

および各種台帳等作成を実施した。遺物は手実測し、

報告書作成はAdobe⑧ CriativeSuite⑧でデジ、タルト

レース ・デジタル写真現像・レイアウト等を実施し

印刷所にはPDF型式（X la; 2001）で印刷所へ入稿し、

平成27年9月30日に刊行した。

第2節基本 層序

第E層，江戸時代整地層 灰黄褐色細粒砂質シルト。

(HuelOYR4/2) 

第E層，弥生～中世遺物包含層 黒褐色シルト質細粒砂。

(HuelOYR2/3) 

第N層，地山黄褐色細粒砂質シルト。

(HuelOYR5/8) 

第V層；地山 明黄褐色シルト質粘土。

(HuelOYR6/6) 

遺構検出面はいずれの時代も第N層上面である。
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第4図 グリッド配置図 （s = 1 /l,000) 
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第3節遺構

1 .中世以降の遺構

( 1 ）士坑

S K01 調査区の中央部、グリッド（B5・B6）区で検出した。平面形は長方形で南側は調査区

外に延びる。 SDOlより古く、 SD05より新しい。規模は、 長軸l.84m以上、短軸l.74m、深さ0.37

mを測る。出土遺物は、弥生土器、土師器、珠洲、越中瀬戸、鉄釘である。

S K02 調査区の中央部、グリッド（B 6）区で検出した。平面形は楕円形である。規模は、長軸

1 18m、短軸l.02m、深さ0.23mを測る。 出土遺物は、弥生土器、越中瀬戸、伊万里、九谷、妬器、

七厘である。

S K03 調査区の中央部、グリッド（B6・B7)区で検出した。平面形は長方形で南側は調査区

外に延びる。規模は、長軸l.34m以上、短軸2.90m、深さ0.34mを測る。出土遺物は、珠洲、越中瀬

戸、唐津、伊万里、京焼である。

S K04 調査区の東側、グリッド（All）区で検出した。平面形は方形で東側と南側は調査区外に

延びる。規模は、長軸l.OOm以上、短軸l.OOm以上、深さ0.23mを測る。内部には唐津の歪が据えて

あり、トイレ遺構の可能性がある。出土遺物は、唐津である。

( 2）溝

s 001 調査区の中央部、グリッド（B5・B6）区で検出した。 SKOlより新しい。東西方向に

延びる溝で東側は現代の撹乱で不明で、ある。規模は、長さ2.34m以上、！幅0.50m、深さ0.16mを測る。

出土遺物は、瀬戸美濃である。

s 002 調査区の東側、グリッド（A9～ 10・B9～ 10）区で検出した。 SD04 ・ 06より新しい。

南北方向に延びる溝で南側は調査区外に延びる。規模は、長さ4.56m以上、幅0.80m、深さO.llmを

測る。遺構内部は河原石を主体として埋まる。遺物は出土していない。

s 003 調査区の中央部、グリッド（B8～ 9・cs～ 9）区で検出した。 SD04より新しい。南

北方向に走る溝で南側および北側は調査区外に延びる。検出した南半部は水j留め状となり東側には河
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原石を敷き詰めており、水場の可能性がある。また、北側は2又に分流する。規模は、長さ6.40m以

上、幅1.04～2.08m、深さ0.34～0.96mを測る。出土遺物は土師器、珠洲、越中瀬戸、唐津、伊万里、

瀬戸美濃、京焼、火鉢、土人形である。

s 004～07 S D04は調査区の東半部、グリッ ド （B9～ll・C6～8）区で検出した。SD02・

03より古い。東西方向に延びる溝で両端は撹乱で残存しない。規模は、長さ25.04m以上、幅l.04m、

深さ0.20mを測る。覆土が第E層に由来することから中世遺構である。出土遺物は縄文土器、弥生土

器、土師器、珠洲、近世不明陶器、凝灰岩製硯である。また、 SD06・07はSD04と平行に、 SDOS 

はSD04と直交することから、これらの溝は一連の区画溝であると推測する。

2.弥生時代の遺構

( 1 ）方形周溝墓

S Z01 （第8図） 調査区の東側、グリ ッド（B4～6、C4～6）区で検出した。上面は削平さ

れており 主体部は検出できなかった。主軸はN 54° Eで、 北隅およ び南隅は調査区外である。

北西隅は周溝が浅くなっており切れる可能性がある。規模は、東西9.60m×南北6.28m以上を測る

（周溝内側上端を基準に計測。以下向。）。南側周溝は長さ6.00m以上、 l幅0.68～l.20m、深さ0.72

～0.85m を測る。 東側周溝は長さ3.34m以上、 111~0 .76～116m、深さ0.72mを測る。西側周溝は長さ

4.00m以上、｜幅0.46～l.84m、深さ0.40mを測る。出土遺物は縄文土器、弥生土器である。

S Z02 （第8図） 調査区の中央部、グリッド（B7～10、C7～10）区で検出した。上面は削平

されており主体部は検出できなかった。主軸はN-72° -Eで、北側および南西隅は調査区外である。

西隅は周溝が切れる。規模は、北東～南西9.lOm×北西～南東7.06mを測る。南東側周溝は長さ4.76

m£.J、上、幅0.54～l.88m、深さ0.29～0.69mを測る。北東側周溝は長さ2.60m以上、幅0.29～l.46m、

深さ0.47mを測る。 北西側周溝は長さ2.00m以上、幅l.70m、深さ0.50mを測る。南西側周溝は長さ

2.00m以上、幅l.68m、深さ0.62mを測る。出土遺物は縄文土器、弥生土器である。

S Z03 （第8図） 調査区の東側、グリ ッド（A9～11、B9～11）区で検出した。上面は削平さ

れており主体部は検出できなかった。主軸はN-70° -Eで、 南側は調査区外である。 北西隅の周溝

は切れる。規模は、東西6.74m×南北4.60m以上を測る。北側周溝は長さ4.76m以上、｜隔0.27～0.88

m、深さ0.10～0.34mを測る。東側周溝は長さ3.48m以上、 幅0.29～l.46m、深さ0.60mを測る。西

側周溝は長さ0.36m以上、幅0.68m、深さ0.26mを測る。出土遺物は弥生土器である。

S Z04 （第8図） 調査区の東側、グリ ッド（B10～11、C10～11）区で検出した。上面は削平さ

れており主体部は検出できなかった。主軸はN-70° -Wで、 北側は調査区外である。 規模は、 東西

l.60m以上×南北l.04m以上を測る。南側周溝は長さ2.54m以上、幅0.82m、深さ0.60mを測る。東

側周溝は長さl.36m以上、 幅l.20m、深さ0.63mを測る。 出土遺物は弥生土器である。

S Z05 （第8図） 調査区の東側、グリッド（B12）区で検出した。上面は削平されており主体部

は検出できなかった。位置および溝の幅・深さ等から他の周溝墓と比較し周溝と判断した。位置的に

は西側周溝と推定する。主軸はN-70° -Eである。規模は、 東西l.60m以上×南北0.90m以上を測

る。 西側周溝は長さl.08m以上、幅l.OOm、深さ0.57mを測る。出土遺物は弥生土器である。

( 2）士坑

S KOS 調査区の西側、グリッド（B3）区で検出した。平面形は楕円形で南側は調査区外に延び

る。SD08との新旧関係は覆土が共通してお り明確にできなかった。規模は、長軸l.80m、短軸0.56

m以上、深さ0.63mを測る。出土遺物は、弥生土器である。
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第4節遺物

弥生土器の編年については筆者の編年案 〔岡田2012〕に基づいた。珠洲は吉岡康暢氏の分類〔吉岡

1994〕に基づいた。近世陶磁器類については東京都新宿区内藤町遺跡の分類 〔新宿区内藤町遺跡調査

会1992〕に基づき、各陶磁器類の編年は、越中瀬戸については宮田進一氏〔宮田1998〕 ・村上裕也氏

〔富山市教育委員会2009〕、伊万里・唐津については大橋康二氏〔大橋1989、九州近世陶磁学会〕 、

京焼系・信楽については能芝勉氏〔京都市埋蔵文化財研究所2004〕 ・畑中英二氏 〔畑中2003・2007〕、

瀬戸美濃については藤沢良祐氏〔瀬戸市史編纂委員会1998〕に基づいた。

縄文土器（第9図） lは晩期、御経塚式の深鉢の口縁部である。2・3は晩期、長竹式の深鉢で

ある。外面は条痕文を施す。2は2条の沈線文を施す。3は口縁部にキザミを施す。4は深鉢の底部

である。

弥生土器（第9・10図） いずれも弥生時代中期のものである。5は鉢である。時期はN 2期で

ある。6～ 8は査である。時期はいずれもN-2期である。6は卵胴型で短頚のものである。口縁部

内面および外面は赤彩する。肩部には縦位の貼付がある。7は広口の短頚査である。 肩部と底部の外

面はミガキを施す。8は査の底部である。9～14は聾である。時期は、 14がIII-1・2期でそれ以外

はN-2期である。9は口縁部内部に櫛描羽状文を部分的に施す。10は口縁端部を上方からの指圧に

よる小波状口縁とする。11は口縁部内面に櫛描羽状文を施す。12は口唇面を形成する。 13は小型のも

ので口縁部を折り返す。14は底部である。底面に編布圧痕がある。

珠洲 （第11図） 15～18は措鉢である。15は口縁部である。16は体部である。17・18は底部である。

17はオロシ目は6条以上ある。 19は査の胴部にかけてのものである。波状文を施す。20～23は査 ・斐

類の胴部である。

青磁 （第11図） 24は龍泉窯系の皿である。口縁部は8弁で内面に陰刻文を施す

近世陶磁器類 （第12～ 14図） 25は土師器皿である。見込みに梅鉢文を型押しする。 26～ 50は越中

瀬戸である。 26～40はロクロ成形で素焼きの灯明皿である。底部は回転糸切りである。 35は見込みに

「香過」と墨書する。38は見込みに「貞」と墨書する。41～ 45は施紬する極小皿から小皿である。46

は餌猪口である。47・48は猪口である。 49は土鍋蓋である。50は火入である。51・52は唐津である。

51は播鉢で、オロシ目幅は6.5cmに21条で、ある。52は中椀で外面は鉄軸を網掛けする。53～ 57は伊万

里である。53・54は中皿で内外面に呉須による染付を施す。55は媒韮形の小瓶である。 56は端反形の

小椀である。 57は蓋物蓋である。58～60は瀬戸美濃である。58は歪形の中椀である。59は餌猪口であ

る。 底面に 2文字の墨書がある。60は磁器の稜皿形の小皿である。 見込みに型押文を施す。61・62は

京焼である。 61は小杯である。 62は急須蓋である。63～65は信楽である。63・64は灯明皿である。65

は卵形の中査である。底面に墨書がある。66・67は産地不明の行平鍋と蓋である。出土位置が近いた

め同一セットのものと推測できる。68・69は七厘である。70は七厘のさなである。

ミニチュア土器・土人形 （第15図） 71は土鍋である。煮炊き痕がある。72は羽釜である。型打ち

製法である。73・74は男性坐像である。 いずれも型合わせ中空で、頭部は欠損する。73は最大高5.2

cm、最大幅8.8cm、最大厚8.2cmを測る。表面にキラ コ雲母が付着する。右手に拐穴、万穴、背面に弓

穴がある。74は最大高5.4cm、最大幅6.4cm、最大厚3.lcmを測る。椅子に腰掛けており、表面にキラ

コ雲母が付着する。背面に弓穴、臨穴がある。 75は招き猫である。 最大高9.5cm、最大幅7.3cm、最大

厚3.2cmを測る。顔上部および背面は欠損する。

（岡田）
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番号
遺構名

層1立 極別 器極器形
法量 （cm)

胎土 焼成 色 調 調整 残有率 備 "' グリッド 口径 器尚 底径

1 S ZOl 縄文土器 深鉢 i (3 9) 官 良 IOYR7/2 にぷい首位色 ナデ 御経塚式。山形口待。

2 S Z02 縄文土器 深封、 13.6) やや苦 良 !OYIW4 褐色 条抗文 長竹式。沈線士。

3 s 202 縄文土器 深鉢 16.0 (4 31 音 良 IOYR5/3 に品い前褐色 条痕文 1.0/12 長竹式。口持部キザミ。

4 s 001 縄文土持 深鉢 (2 51 ; 4.2 やや宮 良 !OYR4/6 褐色 ナデ 5.0/12 

5 S ZOl 弥生土器 fト 14.0 (7 2) 苦 良 !OYR7!4 にぶいずd音色 ハケメ 6.8/12 間酉間周摘出ゴ。

6 S ZOl 弥生土器 蛮 12.0 39.0 7.0 官 良 IOYR714 にぶし、jliflf色 ハケメ 2.0/12 西側周消出土。外国口縁部内面赤彩。

7 S Z03 弥生土器 資 18.0' (25.0）』 官 良 IOYRS/4 浅1/i控色 ハケメ 6.0/12 東側周溝出土。外国l一部ミガキ。

8 S Z03 弥生土器 軍 (112) I 6.2 ？苦 やや良 IOYR6/6 明iii掲色 ハケメ 12.0/12 東側岡市出土。

9 S Z03 弥生土器 翌 18.0 i 27.2 6.9 1車 良 IOYR7/4 にぷい世控色 ハケメ 11.5/12 東側周描出土。口持昔日に櫛措羽状丈。

10 S K05 弥生土器 望E 19.0 122.5) 官 且 lOYRS/3 浅首控色 ハケメ l l.0/12 小波状日誌。

11 s 203 弥生土器 塾 13.6 i 13 70) ' 官 良 7.5YR7/4 に，メし叶登色 ハケメ 2.0/12 東側店l請出土。 仁！持部に1櫛描j'Jt•士。

12 S K05 弥生土器 聾 12.8 15.0 4.8 w千 良 IOYR7/:l に品い首位色 ハケメ 11.0/12 

13 前田柄 弥生土器 霊 11.0 I 9.4 4.6 ；守？ 良 IOYR6/3 に－~い！<l控色 ハケメ 2.0/12 日投端部折り返す。

14 S Z05 弥生土器 莞 ' 12.8) ' 4.4 密 良 IOYR4/3 にぷい賞制色 ハケメ 3.0/12 東側周描山土。底部。底而に宿泊1浪。

15 舵乱 珠洲 鉢 42.0 I (9.2) I - ’品 艮 IOG5/l 紋灰色 ロクロ 1.0/12 

16 s 003 珠洲 鉢 ー I13 31 世 良 5BG5/l 背灰色 ロクロ

17 S KOl ＇＊＇州 f市鉢 (2.3) I 12.4 日量 良 10YR7/l 灰白色 ロクロ 1.0/12 底部。オロ ン目は6条目上3

18 s 004 ＇＊＇州 鉢 (3 2) I 12.0 官 良 5BG6/l 背灰色 ロクロ 1.0/12 底部。

19 S KOl Jti州 査 (4 2) ' 百 良 IOBG6/1 W灰色 ロクロ 波状士。

2C 第 I府 珠洲 宝重翌 (6 5) 官 良 5BG5/l i'i灰色 タタキ

21 s 004 珠洲 査費 15.3) せ合 且 5BG6/i 竹灰色 タタキ

22 s 004 王車掛｜ 不コ守ι 主｝c信 19 8) 官 良 5BG4/l H官官灰色 タタキ

23 第 I陪 11恒例 －議・＇ ~· 】
(7 91 官 良 5BG5/l 背灰色 タタキ

24 ＇／＜採 青磁 皿L 11.4 2.6 5.8 ？子； 良 IOYRS/l 灰白色 ロクロ 5.0/12 官磁制。

25 試掘ST 土師器 皿 (12 51 5.0 ？平； 良 IOYR6/6 明世相色 ロクロ 6.0/12 梅鉢文型押し。

26 s 004 革中瀬戸 灯明肌 8.0i 1.7 4.8 jf,' 良 IOYR5/8 ＇！；！褐色 ロクロ 5.0/12 

27 J目出し を立中瀬戸 灯明Jill 7.0 3.2 ？ザI 良 IOYRS/3 浅首位色 ロクロ 2.0/12 

28 S K03 陣中瀬戸 n明皿 6.9 1.6 3.9 説 且 IOYR6/6 明mu色 ロクロ 110112 

29 撹乱 越中瀬μ 灯明llll 7.o; 10 4.0 話 1'! !OYR5/6 ¥Ye制色 ロクロ 12.0/12 口主主剖：に油惟！Hi。

20 第 l層 越中瀬戸 灯l問皿 6.8 18 2.8 古 良 IOYRSノ4 浅武松色 ロクロ 2.5/12 口絞首；に泊埋イサ着。

31 試掘5T 邑＇I＇瀬戸 灯明Jill 6.8 2.0 3.1 百l 良 1 0YR8! 3 浅i•'ilR色 ロクロ 6.0112 口技部に油壇Ni'i。

32 舵乱 越中瀬戸 灯明llll 6.7 1.9 2.5 話 やや良 IOYR8/2 灰白色 ロクロ 5.5/12 

2.1 SD〔目 越中瀬戸 灯明l且 6.7 1.3 I 3.5 2る 且 7.5YR7/6 位色 ロクロ 12.0112 口球部に刈i埋付着。

34 S D03 越中間戸 灯明ill 6.3 1.3 3.6 E己 艮 !OYl18/3 浅黄控色 ロクロ 12 0112 口縁部に油煙付折。

30 撹乱 越中瀬戸 極小皿 6.4 15 3.3 古 且 !OYR3/l ！阿世控色 ロクロ 6.1/12 謹書 「骨過j。

36 撹乱 越中瀬戸 灯明皿 6.4 I 7 3.2 古 良 IOYR8/3 浅黄控色 ロクロ 9.0112 ロ待自；に泊壇付着。

37 撹乱 越中瀬戸 灯l阿山 6.4! 1.7 3.6 官 且 !OYR7/3 にぷい黄位色 ロクロ 6.5/12 白根部に拙！煙付着。

38 撹乱 越中瀬戸 上丁i閉山 6.0' 15 2 4 宮 良 IOYR7!4 にぷい!ltin色 ロクロ 10.0/12 弘容 「 ＇~」 。 ロ持部L仙也イナ着。

39 試掘5T 越中瀬戸 灯明血 5.9 1.7 3.4 音 良 IOYRS/3 法前在；色 ロクロ 10.0/12 

40 試畑5T 越しド瀬戸 灯明皿 5.9 1.5 3.1 1li 良 lOYRS/3 浅iけ音色 口クロ 12.0112 口枝市；lこill！慢H泊。

41 試掘ST 越中網戸 小皿 9.8 2.9 4.7 密 上主 IOYR813 浅黄控色 ロクロ 12.0/12 錆紬。口縁部にィI~埋付請。

42 撹乱 越中瀬戸 小皿 8.5 2.3 :i.5 苦 良 IOYR7/3 に品い世糧色 ロクロ 9.0/12 鉄干向。

43 S KCJ 魁中瀬戸 小皿 7.8 1.9 4.0 官 良 !OYR5/3 にぷい世相色 ロクロ 5.0/12 鉄軸。

44 S DCJ 越中瀬戸 極小皿 16 3.2 w; 良 10YR8/4 浅J•（位色 ロクロ 12.0/12 鉄制。

45 r;1舌L 越：I＇瀬戸 極小皿 6.6 J.7 I 2.7 官 良 l0YR8/3 浅首位色 ロクロ 12.0112 欽軸。

46 批百t 走車＇1＇瀬戸 飼猪口半筒形 5.1 4.5 ! 4.1 ？主 良 l0YR3/2 ill品色 ロクロ 12.0/12 鉄制。

47 批乱 越中瀬戸 描口ヰ筒形 5.5 3.0 I 3.9 官 且 l0YR6/4 にぷい貰鐙色 ロクロ 5.0/12 鉄有ho

48 S DC3 越中瀬戸 猪口。 ド筒形 5.1' 2.5 i 4.3 官 且 LOYR7/l 灰白色 ロクロ 5 3/12 欽制。

49 拙舌L 越中瀬戸 土鍋蓋 141 官 且 LOYR7/6 明i首相色 ロクロ 12 0/12 錆制、鉄付。

5C S D03 越中瀬戸 火人半筒形 13.3 (7 s1 I 百 良 7.5YR714 に，bい控f色 ロクロ 2日112 灰制。

51 s 003 唐津 指鉢口結折禄形 32.4 112 9.4 百 良 2.5YRcν8 控色 ロクロ 7.0/12 錨制。オロン目幅6.5cml二21品。

52 S DOl 唐津 中 杭 腰 張 形 104 (5 91 宮 良 LOYR5/l 褐灰色 ロクロ 3.0/12 内面飴紬、外面鉄粕網がけ。

53 SD〔3 伊万里 中血 丸形 19.0 3 0 12.3 宮 良 LOYRS/l 灰白色 ロクロ 12.0112 透明軸。呉須染付。

54 S D03 iJ＇万単 中肌 丸形 14.0' 4.0 8.8 官 良 IOYRS/I 灰白色 ロクロ 6.5/12 遣問軸。呉須染付。

55 S DC' iJf万単 小瓶開韮形 9.1 I s.o 官 良 IOYR8/I 灰白色 ロクロ 12.0112 遥呪軸。呉須染付。離れ砂付着。

56 帯 I屑 w万里 小椀端医形 8.0 官 良 IOYRS/I 灰白色 ロクロ 5.5112 透明軸。呉須染付。

57 撹乱 情万里 蓋物産 9.4 i (2 l) ! 官 且 10YR8/l 灰白色 ロクロ 3.2112 透明制。呉須染付。

58 s 003 瀬戸主it'i 中椀翌形 9.9 ! 6.8 ! 4.7 ？半； 良 10YR8/4 浅貰燈色 ロクロ 10.0/12 灰軸。

59 S D03 瀬戸幸；;r, 倒j昔口 ' (3.0) ' 7.6 官 良 !OYRS/l 灰白色 ロクロ 7.0112 灰軸。

60 第 l居 瀬戸美涯 小皿 稜山形 9.4 19' 5. 7 官 艮 IOYRS/I 灰白色 ロクロ 9.0112 透明紬。見込みに型押丈。

61 試栴5T 爪焼 小折、 丸形 6.5 (3.9) やや密 良 !OYRS/3 浅黄桓色 ロクロ 5.5/12 灰制。

62 s 003 京焼 急須蓋 3.9 1.2' 2.2 'iii 良 !OYR6/4 にぷい貰控色 ロクロ 12.0/12 錆紬。

63 表採 信事 灯明皿 10.2 2.2 4.2 世 良 !OYRS/l 灰白色 ロクロ 3.6112 灰泊。

64 撹乱 信楽 灯明皿 8.3; 16' 3.4 音 艮 IOYRS/l 灰白色 ロクロ 2 .0112 灰紬。口禄部に油置付着。

65 試掘2T 信楽 中壷！卵形 9 3 22.2' 12.4 官 良 5Y8/l 灰白色 ロクロ 2.0/12 自ク人軸什着。

66 lit乱 その他 行平鍋蓋 164 4.1 ' 4.5 苦 良 IOYR5/4 にぶい黄褐色 ロクロ 10 0/12 外面錆紬内面鉄材。

67 111/iL その他 行平鍋 17.2 8.7' 6.4 官 良 7.5YR6/6 松色 ロクロ 4.9/12 外国錆柏、注目および内面に鉄紬。

68 撹古L 七厘 筒形 19.7 15.2' 19.:l 苦 良 IOYR8 J 浅貰燈色 ロクロ 3.0/12 

69 試揖4T 七厘 箱 口形 21.2 17.4 ! 15. 7 官 良 lOYRS 3 浅黄控色 ロクロ 2 0/12 タト商錆柏。 風口下部に 「二十はJ刻告。

70 試掘4T 七匡部品 さな｝円盤形 官 艮 10YR8/3 浅黄控色 ナデ 5 7/12 

71 試掘5T ミニチュア 土鍋 丸 形 盤 足 7.8 3.6 3.9 音 良 lOYRS/3 浅黄燈色 ロクロ l .0/12 灰柏。件前にスス 煮こぼれ説。

72 第 I層 ミニチュア 羽韮 2.8 2.5 官 良 IOYRS/3 浅黄燈色 型押し 12 0/12 九底。

第 1表土器類観察表
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第N章総括

第 1節弥生時代中期

今回の調査では弥生時代中期の方形周溝墓を 5基検出した。出土土器は畿内第百様式併行の越中N

-2期〔岡田2012〕の範囲に収まり、この周溝墓群は短期間に一括して造営されたものと推測する。

富山県下における弥生時代中期の方形周溝墓は、石塚遺跡を中心とした佐野台地状や放生津潟周辺

の高島A遺跡等、県西部を中心に検出されており、富山市域では初の検出である。 SZOl～ 03は北西

側隅が1箇所切れるタイプで特徴的である。これは調査区の南側は旧河道が確認されていることから

地形的に低くなっており、調査区北側が小高くなっていることから、北西隅の周溝が切れるのは墓道

を意識している可能性がある。富山県下では27基の中期の方形周溝墓がある。 県下の方形周溝墓の規

模は、長軸が①4～ Sm、②llm以上に分類で、きる。 SZOl・02は長軸 9m台と この中間に入る。 S

Z03は①の範曙にある。一方短軸は①llm以上、②6m前後、③4m以下に分類で、き、高岡市石名瀬

A遺跡S2303のように長軸が11.lmで、あっても短軸は 6m台とするなど、長軸が6mi:J、上ものは短

!111!1を6m前後とするものが多い。 SZOl・02も短軸はこの 6m前後となり、短軸は標準的である。

調査区南西側で出土した埋没樹木群は現地表面から6m下で、検出され、樹種はコナラ属、放射性炭

素年代では2,250±20、calBC384-calBC235の年代が与えられた〔富山市教育委員会2015〕。八日市

地方遺跡の土器群の付着物から放射性炭素年代測定が実施されており〔小林他2009〕、この土器群で

の年代測定結果から当遺跡を比較検討してみる。検出された樹木の年代は、紀元前3世紀の中頃から

後半にかけてで、八日市地方6・7期〔福海2003〕に相当する。今回の調査では底部に編布庄痕があ

る14の年代に相当する。一方、方形周溝墓の土器年代では八日市地方10期で紀元前2世紀後半に比

定される。このことは、調査区南側にあった河川が洪水等で、埋まり広い平地が拡がり 安定した結果、

人々の生活が営まれたと推測する。また、埋没樹木はコナラ属であることから、弥生時代中期の木製

品の素材として好まれており、こうした樹林があることも要因となるだろう。弥生時代中期の様相と

して墓域に近接して居住区があることから〔岡田2005〕、当調査区周辺に居住域の存在が推測できる。

第2節中世

中世の遺構としてはSD04～07がある。東西方向の SD04・06.07とSD04西端検出部から南側へ

直交延長線上に SDOSがあり、位置関係から区画溝であると推測する。遺物としては、 15が珠洲の播

鉢で吉岡編年のE～E期で鎌倉時代、 24が龍泉窯の青磁で15世紀前半にそれぞれ比定できる。 当遺跡

周辺は鎌倉時代から室町時代にかけて大田保に比定されており、これに伴う区画溝の可能性がある。

第3節近世

近世の遺構と して土坑・溝を検出した。万治4 (1661）年に幕府より富山城改築の許しを得てから

本格的に城下町の整備を開始し、当調査区周辺も、 『万治年間年間富山旧市街図J、 『御調理富山絵

図』 （寛文6年）、 『越中富山御城下絵図J （安政元年）等の古絵図に記録されている。これらの絵

図に記載されている当調査区周辺の家臣団は高知組であり、藩政でも重要な位置である。 『越中富山

城下絵図』および『安政2年富山御家中分限帳』で比較すると当調査区は 「古市縫殿右衛門J「安達
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調太郎」 「野村平内」の各屋敷に相当する。絵図と調査区を合成する と、 安達調太郎屋敷地と野村平

内屋敷地境に SD03が位置し、この水路が屋敷境となる可能性が高い。それ以前の絵地図でもおおよ

そSD03を境としていることから城下町整備時より区画溝として存在している可能性がある。

当調査区周辺には千石御蔵が設置されるなど富山城下町でも重要な地点である。本調査区では標高

約11.0mと富山城下町でも小高く、洪水層も今回は確認できなかったことから、地形的な理由が推定

できる。 このことは、幕末に有力家臣の下屋敷が設けられる理由の一つであろう。

今回の調査からは、富山藩における有力家臣の屋敷跡の遺構が残存している ことが判明した。今後

周辺の調査が進めば、暮らしぶり等も明らかとなるだろう。 （岡田）

1 万治年間富山旧市街図

（～寛文3年、富山県立図官館蔵）

2. 世II調理富山絵図

（究文6年、富山県立図書館蔵）

4. 越中富山御城下絵図

（安政元年、富山県立図型；館蔵）

第16図 当調査区周辺の江戸時代の古絵図による変遷 （s = 1 /10,000) 
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せ富と人ごくやま山ちま 市し
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所収遺跡名 種 日リ 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
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弥生時代 方形周溝墓 弥生土器
方形周溝墓 5
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千石町遺跡 集落跡 中世 j茸 珠洲、青磁

近世土師器、越中瀬戸、唐津、伊万里 富 山藩高知組

近世 土坑、溝 瀬芦美濃、京焼系、 信楽、近世不明陶器 屋敷に伴 う遺

七庫、ミニチユア、土人形 構を検出

本調査区は富山城下町の南東側で標高約11.0mの小高い場所に位置する。弥生時代中期には5基の方

形周溝墓が構築された。弥生土器はいずれも周溝より出土しており、供献されたものと推定できる。遺
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ないため短期間に一括して造営されたものと推測する。Sz 01 . 02は、県下の方形周溝墓と比較して長

要 約
軸は空白であった 9m台である一方、短軸は 6m前後と長軸 6mJ.-J上の方形周溝墓としては標準的な大

きさである。 S203は長軸6m台で標準的な大きさである。

中世では溝が4条確認し、平行あるいは直交することから区画溝と推測した。当調査区周辺は大田保

の比定地であり関連する遺構と推測する。

江戸時代は絵図との比較から、有力な家臣である高知組の武家屋敷地に該当する。 溝 SD03は武家屋

敷境の区画溝と推測できる。
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